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ブラジル港湾における当社運航船の他船への接触事故について 

 

11月28日12時42分（現地時間）頃、当社グループが所有、運航する鉱石専用船NSU CARAJAS

（以下、本船）がブラジル北東部Ponta da Madeira港において、パイロット（水先案内人）によ

る操船指導のもと着桟作業中に、停泊中であった他の船舶2隻に接触する事故が発生しました。 

 

本船の報告ならびに現地関係者からの情報では、関係船舶の乗組員、周囲の関係者に死傷者は発

生しておらず、油濁も発生しておりません。事故の詳細につきましては引き続き調査中です。 

 

当社は、現地の関係当局および関係各位の調査に全面的に協力して事故対応に努めております。 

 

1. 本船動静（全て現地時間） 

 

2. 航海概要 

積地 : Ponta da Madeira、ブラジル /  揚地 : 中国 

貨物 : 鉄鉱石 （接触事故発生時は貨物未積載） 

 

3. 本船明細 

船名 ： NSU CARAJAS 

船型 ： 鉱石専用船 

建造年 ： 2019年 

船籍 ： LIBERIA 

乗組員 ： フィリピン人21名 

本船主要目 ： 全長 361.00メートル、船幅 65.00メートル、総トン数 197,453トン 

船主 ： ROSSO LINE S.A.（当社100%海外子会社） 

運航会社 ： NSユナイテッド海運株式会社 

船舶管理会社 ： NSユナイテッド海運株式会社 

 

以上 

 NSユナイテッド海運株式会社 

 
代表取締役社長 谷水 一雄 

（問い合わせ先） 総務グループリーダー 薗田 恭 

 
電話 03-6895-6221 

11月28日（土） 07:40 PIER-4 SOUTHへの接岸のため、錨地よりシフト開始 

 12:42 隣接するPIER-3の停泊船2隻に本船が接触 

 14:45 本船着岸 

11月29日（日） 00:22 錨地向けシフト開始（船体の検査のため） 

 03:55 錨地到着 


